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登
場
人
物

ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス（

2
5
）

…
…
…
…
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー

ノ
ー
マ
ン
・
バ
ー
グ（

5
4
）

…
…
…
…
ロ
ジ
ャ
ー
の
執
事

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー（

1
8
）

…
…
…
…
…
…
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ダ
ン
・
ダ
ス
ト
ン（

4
7
）

…
…
…
…
…
治
安
維
持
軍

ビ
ッ
グ
・
イ
ヤ
ー（

4
9
）

…
…
…
…
…
デ
イ
ル
の
店
に
い
つ
も
い
る
情
報
屋

デ
イ
ル（

3
8
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
安
酒
場
店
主

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト（

7
2
）

…
…
…
元
科
学
者

ベ
ッ
ク（

2
2
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
誘
拐
犯
首
謀
者

そ
の
部
下
達
。

ク
ラ
ブ
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
ウ
ェ
イ
タ
ー

治
安
維
持
軍
警
察
隊

検
問
員



○
前
回
ま
で
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
私
の
名
は
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
。
記
憶
を
失
っ
た
街

パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
テ
ィ
に
は
必
要
な
仕
事
、
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー
が

私
の
も
う
一
つ
の
名
前
だ
。

つ
ま
ら
な
い
人
質
誘
拐
事
件
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
と
思
っ
た

が
、
今
回
の
仕
事
は
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
厄
介
な
事
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
う
い
っ
た
時
に
は

、
ビ
ッ
グ
・
オ
ー
で
乗
り
出
す

ま
で
だ
」

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
バ
イ
バ
イ
、
ド
ロ
シ
ー
１
」

○
摩
天
楼
街

ド
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ン
！

パ
イ
ル
・
ア
ー
ム
が
火
を
吹
き
、

ド
ロ
シ
ー
１
の
背
部
か
ら
胴
を
貫
い
た
！

動
き
が
止
ま
る
ド
ロ
シ
ー
１
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
（
涙
が
一
瞬
見
え
る
）
ド
ロ
シ
ー
１
…
…
」

と
！

ダ
ス
ト
ン
が
駆
け
つ
け
て
き
て

ダ
ス
ト
ン
「
危
な
い
！
」

ド
ロ
シ
ー
の
躰
を
抱
え
て
走
ろ
う
と
し

、
そ
の
重
さ
に

よ
ろ
け
る
。

ダ
ス
ト
ン
「
な
っ
…
…
？
」

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ス
リ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
か
ら
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
と
ダ
ス
ト
ン

の
姿
が
見
え
た
！

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー！

？

何
で
こ
ん
な
近
く
に！

？

」

○
摩
天
楼
街

１



ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン！

！

破
す
る
ド
ロ
シ
ー
１
。

凄
ま
じ
い
量
の
破
片
が
ぶ
ち
ま
け
ら
れ

ダ
ス
ト
ン
「
わ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

ズ
ー
ン
！

ダ
ス
ト
ン
の
眼
前
に
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
脚
が
、
突

如
巨
大
な
壁
が
現
れ
た
が
如
き
に
。

爆
風
に
晒
さ
れ
る
の
を
逃
れ
る
ダ
ス
ト
ン
、
安
堵

。

ダ
ス
ト
ン
「
（
嘆
息
）
や
れ
や
れ
…
…
、
ん
…
…
？
」

見
回
す
ダ
ス
ト
ン
。

ダ
ス
ト
ン
「

今
の
女
の
子
は

、
ど
こ
へ
消
え
た
ん
だ
…
…
？
」

と
、
ビ
ッ
グ
オ
ー
、
立
ち
上
が
り

、
摩
天
楼
の
間
の
大

通
り
を
歩
き
去
っ
て
い
く
。

ダ
ス
ト
ン
「
あ
ッ
、
お
い
待
て
！

（
背
後
の
部
下
ら
に
）
あ
い
つ
の
脚
を

止
め
ろ
！

法
の
秩
序
と
い
う
も
の
を
思
い
知
ら
せ
て
や
れ
！
」

○
摩
天
楼
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

悠
然
と
歩
く
ビ
ッ
グ
オ
ー
。

と
、
足
元
を
数
台
の
軍
用
車
が
駆
け
抜
け

、
タ
ー
ン
し

て
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
（
サ
イ
ド
ワ
イ
ン
ダ
ー
）
の
照
準

を
ビ
ッ
グ
オ
ー
に
向
け
る
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
苦
笑
）
命
の
恩
人
に
礼
儀
知
ら
ず
だ
な
（
脇
の
マ
イ
ク
に
）

ノ
ー
マ
ン
、
戻
る
ぞ
」

球
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
浮
か
ぶ
ノ
ー
マ
ン

ノ
ー
マ
ン
「
承
知
致
し
ま
し
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
様
」

ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
む
ロ
ジ
ャ
ー
。

○
摩
天
楼
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
！

巨
大
な
脚
が
振
り
上
が
り
、
慌
て
て
逃
げ

２



出
す
軍
警
察
部
隊
員
。

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
脚
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
割
っ
て
、
そ
の
ま
ま

巨
体
は
地
面
の
下
へ
潜
っ
て
い
く
。

凄
ま
じ
い
噴
煙
で
辺
り
は
視
界
が
遮
ら
れ
る
。

駆
け
て
き
た
ダ
ス
ト
ン

ダ
ス
ト
ン
「
く
そ
！

ま
た
地
下
か
！
」

苦
虫
を
噛
み
殺
し
た
顔
で
、
地
面
に
開
い
た
巨
大
な
孔
の
前

に
立
ち
、
地
団
駄
。
と

ロ
ジ
ャ
ー
の
声
「
勇
敢
な
る
軍
警
察
も
、
地
下
は
怖
い
、
と
」

キ
ッ
と
振
り
向
く
ダ
ス
ト
ン
。
ロ
ジ
ャ
ー
が
噴
煙
の
中
か
ら

現
れ
る
。

ダ
ス
ト
ン
「
ふ
ざ
け
た
事
抜
か
す
な
！

地
下
の
メ
モ
リ
ー
を
持
っ
て
い
る

奴
を
い
つ
か
き
っ
と
見
つ
け
だ
し
て
や
る
。
そ
の
時
が
あ
い
つ
の

最
後
だ
ッ
！
」

不
機
嫌
そ
う
に
去
っ
て
い
く
ダ
ス
ト
ン
。

ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
見
送
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

○
地
下
鉄
路
線

ド
オ
オ
オ
オ
ン
！

下
っ
て
き
た
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
巨
体
。

と
う
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
地
下
鉄
の
線
路
上
に
乗
っ
た
特

殊
輸
送
貨
車
の
上
に
横
た
わ
る
。

鉄
が
軋
む
音
が
響
き

、
輸
送
貨
車
は
ト
ン
ネ
ル
の
闇
へ

消
え
て
い
く

。

○
ド
ー
ム
・
ゲ
ー
ト止

め
た
車
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
ロ
ジ
ャ
ー
、
ふ
と
振
り

向
き
見
回
す
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
呟
き
）
ど
こ
へ
消
え
た
？

ド
ロ
シ
ー
…
…
」

車
に
乗
り
込
み
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
し
て

○
ド
ー
ム
外

３



ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ
へ
駆
け
だ
し
て
い
く
ロ
ジ
ャ
ー
の

車
。
ド
ー
ム
の
外
は
今
日
も
鉛
色
の
空
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
こ
の
街
は
記
憶
を
失
っ
た
街
。
地
下
に
か
つ
て
交
通

機
関
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
今
地
下
に
い
る
の
は
ネ
ズ
ミ
と

亡
霊
だ
け
だ
。
迷
い
込
ん
だ
ら
二
度
と
外
に
は
出
ら
れ
な
い
、
と

恐
れ
ら
れ
て
い
る
迷
宮
。
私
は
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
」

○
旧
地
下
鉄
路
線

暗
い
廃
ト
ン
ネ
ル
内
を
、
小
さ
な
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
て
進

む
、
ビ
ッ
グ
オ
ー
搭
載
輸
送
貨
車
。

よ
り
狭
い
支
線
に
入
っ
て
い
く

。

○
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ

精
気
の
無
い
、
朽
ち
た
ビ
ル
群
が
並
ぶ
街
中
を
走
り
抜
け
て

い
く
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
。

途
中
で
、
建
設
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
ビ
ル
解
体
工
事
を
し
て
い

る
の
が
見
え
る
。
ぼ
う
っ
と
見
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

や
が
て
辿
り
着
く
ロ
ジ
ャ
ー
の
ビ
ル
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
あ
の
ド
ロ
シ
ー

、
い
や
、
少
女
の
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
の
方
だ
が
、
ど
う
も
お
か
し
い
」

▼
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
の
数
シ
ョ
ッ
ト
。

○
ロ
ジ
ャ
ー
・
ビ
ル
／
地
下

支
線
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
る
と

、
そ
こ
は
列
車
の
展

開
場
の
様
な
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
状
の
空
間
。

輸
送
貨
車
、
入
っ
て
来
て
、
地
下
よ
り
ア
ー
ム
が
突
き
出
し
、

ビ
ッ
グ
オ
ー
を
直
立
さ
せ
る
。

○
ビ
ル
一
階

ブ
ォ
ン
！

ロ
ジ
ャ
ー
の
車
が
ガ
レ
ー
ジ
に
入
り
止
ま
る
。

４



ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
追
わ
れ
て
い
た
の
は
確
か
だ
。
狙
撃
も
さ
れ
た
。
し

か
し
、
な
ら
ど
う
し
て
人
質
で
あ
っ
た
の
に
簡
単
に
解
放
さ
れ
た

の
だ
」
〔
こ
こ
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
次
の
シ
ー
ン
に
こ
ぼ
し
〕

○
ロ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
／
ビ
ッ
グ
オ
ー
・
ハ
ン
ガ
ー

斜
め
の
坑
道
を
ス
ラ
イ
ド
し
て
上
昇
し
て
い
く
ビ
ッ
グ
オ
ー
。

空
洞
と
な
っ
た
ビ
ル
の
内
側
は
、
殆
ど
が
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
ス

ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

○
ロ
ジ
ャ
ー
邸
一
階
フ
ロ
ア

か
つ
て
銀
行
で
あ
っ
た
、
だ
だ
広
い
空
間
。
ノ
ー
マ
ン
が
出

迎
え
る
。

ノ
ー
マ
ン
「
お
帰
り
な
さ
い
ま
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
様
」

○
居
間

ソ
フ
ァ
に
座
り
込
む
ロ
ジ
ャ
ー

、
嘆
息
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

ベ
ッ
ク
の
本
当
の
狙
い
は
あ
の
姉
の
方
の
ド
ロ
シ
ー
に
あ

っ
た
。
そ
れ
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
…
…
」

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
・
ハ
ン
ガ
ー

唸
っ
て
い
た
機
器
の
音
、
止
む
。

静
寂
に
包
ま
れ
る
ビ
ッ
グ
オ
ー
。
今
は
休
息
の
時

。

○
ロ
ジ
ャ
ー
・
ビ
ル
外
観

そ
こ
に
巨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
居
る
な
ど
、
誰
も
知
ら
な
い
。

○
居
間

窓
か
ら
望
め
る
荒
廃
し
た
ビ
ル
群
。
そ
の
向
こ
う
に
は
、
ド

５



ー
ム
・
シ
テ
ィ
。
空
は
暗
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

（
呟
き
）
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
死
ん
だ

、
も
う
関
係
の

無
い
事
だ
。
忘
れ
た
ま
え
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
…
…
」

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
言
葉
は
、
自
身
を
納
得
し
得
ず
。

○
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ
／
夜
の
点
景

も
の
寂
し
い
街
で
も
、
夜
の
灯
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
仄
か
に
照
ら

す
と
、
ま
だ
そ
こ
が
生
き
て
い
る
と
い
う
事
が
判
る
。

夜
に
な
る
と
活
性
化
す
る
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
間
は
こ
の
時

代
に
も
多
い
。
そ
し
て
、
夜
に
な
ら
ね
ば
開
け
な
い
タ
イ
プ

の
店
も
あ
る
。

路
地
に
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
が
入
っ
て
き
た
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
ー
ツ
（
で
も
黒
）
に
着
替
え
た
ロ
ジ
ャ
ー

が
、
デ
イ
ル
の
店
に
入
っ
て
い
く
。

○
デ
イ
ル
の
店

安
酒
場
（
ス
ピ
ー
キ
ー
ジ
ー
）
の
店
内
は
、
昼
間
よ
り
も
当

然
な
が
ら
賑
わ
っ
て
い
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
の
無
口
な
店
主
に
指
を
立
て
て
合
図
し
、
ビ
ー

ル
を
受
け
取
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

�
い
つ
も
の
席
�
に
座
る
と

ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
「
昼
間
は
五
番
街
の
ド
ー
ム
で
騒
動
が
あ
っ
た
ら
し
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

そ
ん
な
情
報
は
誰
だ
っ
て
知
っ
て
い
る
」

新
聞
を
下
ろ
し
、
ユ
ダ
ヤ
老
人
の
情
報
屋
、
苦
笑
。

ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
「
い
ま
の
は
売
り
物
じ
ゃ
な
い
さ
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

あ
ん
な
武
装
し
た
大
型
ロ
ボ
ッ
ト

、
ど
こ
か
で
堀
り

だ
し
て
直
し
た
の
か
…
…
」

ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
「
い
や
、
あ
れ
は
ピ
カ
ピ
カ
の
新
型
さ
。
ミ
ゲ
ル
・
ソ
ル
ダ

ー
ノ
が
、
自
分
の
工
場
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
秘
密
裏
に
作
っ
て
い

た
、
と
い
う
話
だ
」

眉
を
上
げ
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

そ
ん
な
資
金
が
ど
こ
か
ら
出
た
と
い
う
ん
だ
。
そ
れ
に
そ

６



も
そ
も
、
あ
ん
な
も
の
を
作
れ
る
様
な
メ
モ
リ
ー
を
ソ
ル
ダ
ー
ノ

が

（
合
点
）
そ
う
か
…
…
、
や
は
り
ド
ロ
シ
ー
は
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
だ
。
嘘
を
つ
い
て
は
い
な
か
っ
た
…
…
」

ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
「
メ
モ
リ
ー
っ
て
の
は
ね
、
ロ
ジ
ャ
ー
。
悪
夢
の
様
に
ふ
っ

と
蘇
っ
て
来
る
も
の
さ
。
俺
の
様
な
老
人
だ
っ
た
ら
ね
。
よ
な
き

う
ぐ
い
す
の
お
話
を
知
っ
て
い
る
か
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
昔
の
お
と
ぎ
話
か
。
た
ま
に
は
役
に
立
つ
メ
モ
リ
ー
を
思
い
出

し
た
ら
ど
う
だ
」

ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
「
昔
話
じ
ゃ
あ
な
い
さ
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
。
ド
ー
ム
の
中

に
い
る
そ
う
だ
よ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
呟
く
）
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
…
…
」

▼
前
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ソ
ル
ダ
ー
ノ
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
…
…
」

ふ
と
細
め
で
辺
り
を
見
回
す
ロ
ジ
ャ
ー
。
誰
か
の
視
線
を
感

じ
た
ら
し
い
。
折
っ
た
札
を
ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
に

置
い
て
立
ち
上
が
る
。

○
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
。ア

ウ
ト
・
オ
ブ
・
シ
テ
ィ
の
外
れ
。
し
か
し
こ
こ
が
最
も
い

か
が
わ
し
い
猥
雑
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
夜
に
な
る
と
溢
れ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
ソ
ル
ダ
ー
ノ
の
最
後
の
言
葉
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
。

こ
の
街
に
よ
な
き
う
ぐ
い
す
な
ど
い
な
い
、
と
思
っ
て
い
た
が
、

最
近
は
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
」

シ
ッ
ク
な
ネ
オ
ン
『N

i
g
h
t
i
n
g
a
l
e

』
が
飾
る
、
高
級
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
が
見
え
た
。

○
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
露
出
度
の
高
い
衣
装
の
踊
り
子
達
。

そ
こ
へ
入
っ
て
く
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

と
、
慇
懃
な
ウ
ェ
イ
タ
ー
、
脇
に
来
て

７



ウ
ェ
イ
タ
ー
「
ど
な
た
様
か
と
お
待
ち
合
わ
せ
で
し
ょ
う
か
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
目
は
客
席
を
見
渡
し
）
ド
ー
ム
の
連
中
が
お
忍
び
で
来
る
店

ら
し
い
な
」

ウ
ェ
イ
タ
ー
「
当
店
は
会
員
制
で
す
。
ど
な
た
か
の
ご
紹
介
無
き
お
客
様
に

は
、
ご
遠
慮
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」
帰
ろ
う
と
し
た
ロ
ジ
ャ
ー
、
す
れ
違
っ
た
二
人
連
れ
を
一
瞥

し

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」品

の
良
い
老
人
、
そ
れ
に
付
き
添
う
若
い
女
を
見
て
驚
く

ロ
ジ
ャ
ー
「

ド
ロ
シ
ー
…
…
」

令
嬢
の
如
き
服
に
身
を
包
ん
だ
淑
女
ド
ロ
シ
ー
、
ロ
ジ
ャ
ー

を
見
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ど
こ
に
い
た
ん
だ
。
あ
れ
か
ら
君
は

」

と
、
令
嬢
、
脅
え
た
様
に
老
人
の
後
ろ
へ
退
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」▼

前
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ド
ー
ム
・
ゲ
ー
ト
の
野
次
馬
の
中
に
い
た
老
紳
士
。

老
紳
士
「
ど
な
た
様
で
し
ょ
う
。
私
の
孫
娘
を
御
存
知
と
は
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
孫
…
…
。
こ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
あ
な
た
の
孫
だ
と
？
」

脅
え
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
ド
ロ
シ
ー
。

老
紳
士
「
紳
士
の
な
さ
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
な
。
来
な
さ
い
ド
ロ
シ
ー
」

二
人
、
フ
ロ
ア
の
方
へ
行
く
。

ド
ロ
シ
ー
、
チ
ラ
と
ロ
ジ
ャ
ー
に
振
り
向
き
、
す
ぐ
に
視
線

を
逸
ら
す
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

」
お
ず
お
ず
と
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
ド
ロ
シ
ー
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
間
奏
に
続
い
て

、
美
し
い
歌
声
が
響
き

だ
す
。

ピ
ア
ノ
の
脇
で
、
本
当
に
幸
福
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
、
見

つ
め
て
い
る
老
紳
士
。

柱
の
陰
で
、
じ
っ
と
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
ロ
ジ
ャ
ー
。
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ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
後
で
、
夜
な
き
う
ぐ
い
す
の
昔
話
と
い
う
奴
を
私
は

聞
い
た
。
機
械
仕
掛
け
の
鳥
の
歌
声
を
あ
り
が
た
が
る
、
ど
こ
か

の
国
の
皇
帝
の
話
だ
っ
た

」

歌
い
終
わ
り
、
拍
手
。
老
紳
士
は
嬉
し
そ
う
に
お
辞
儀
を
し
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
チ
ッ
プ
を
渡
し
て
い
る
。

ド
ロ
シ
ー
は
、
チ
ョ
コ
ン
と
膝
を
折
っ
て
挨
拶
を
し
、
そ
そ

く
さ
と
舞
台
袖
へ
。

○
舞
台
袖

や
っ
て
来
る
淑
女
ド
ロ
シ
ー
。

そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
父
親
探
し
を
し
て
い
た
の
か
。
育
て
の
親
が
ソ
ル
ダ
ー
ノ
な
ら
、

命
を
吹
き
込
ん
だ
の
が
あ
の
メ
モ
リ
ー
を
持
っ
た
老
人
だ
っ
た
訳

だ
な
」冷

徹
に
ロ
ジ
ャ
ー
を
見
つ
め
る
ド
ロ
シ
ー
は

Ｒ
の
表
情
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
嘆
息
）
確
か
に
君
は
、
あ
の
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
い
う

」

と
、
背
後
か
ら
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

店
の
用
心
棒
に
し
て
は
、
随
分
物
騒
だ
な
」

横
目
で
見
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

銃
を
突
き
つ
け
て
い
た
の
は
誘
拐
犯
グ
ル
ー
プ
。
ベ
ッ
ク
が

脇
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
笑
っ
て
い
た
。

ベ
ッ
ク
「
騒
ぎ
な
さ
ん
な
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
。
こ
れ
は
簡
単
な
取
り
引
き

だ
。
こ
の
お
嬢
様
を
黙
っ
て
渡
せ
ば
い
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
あ
ま
り
に
ア
ン
フ
ェ
ア
だ
」

ベ
ッ
ク
「
そ
う
で
も
な
い
ぜ
。
見
な
」

ベ
ッ
ク
に
促
さ
れ
、
客
席
の
方
を
見
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ベ
ッ
ク
の
部
下
が
、
心
配
そ
う
に
こ
ち
ら
を
向
い
て
立
っ
て

い
る
老
紳
士
の
脇
に
立
ち
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
膨
ら
み
を
向
け
て

い
る
。

ベ
ッ
ク
「
あ
の
爺
さ
ん
の
メ
モ
リ
ー
な
ん
ぞ
、
も
う
必
要
な
い
。
殺
さ
な
い

で
や
る
の
は
、
俺
の
フ
ェ
ア
な
精
神
か
ら
さ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

私
は
プ
ロ
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
だ
。
子
ど
も
で
も
こ
ん
な
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不
公
平
な
取
り
引
き
は
損
だ
と
考
え
る
」

ベ
ッ
ク
の
部
下
、
ド
ロ
シ
ー
の
腕
を
掴
ん
で
引
っ
張
る
。

部

下
「
く
っ
、
何
て
重
い
奴
だ
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
引
き
戻
そ
う
と
動
く
と

、

ベ
ッ
ク
「
動
き
な
さ
ん
な
っ
て
。
あ
の
爺
さ
ん
、
そ
ん
な
に
殺
し
た
い
か
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

（
苦
渋
）
」

老
紳
士
「
ド
ロ
シ
ー
！
」

ベ
ッ
ク
、
部
下
を
促
し
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
を
連
れ
て
行
こ
う
と

す
る
と

ガ
キ
ッ
！

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
、
部
下
の
腕
を
捩
じ
り
、
バ
ッ

と
駆
け
だ
し
て

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
お
父
さ
ま
！
」

ス
テ
ー
ジ
か
ら
飛
び
出
す
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！

よ
せ
！

ド
ロ
シ
ー
！
」

部

下
「
ベ
ッ
ク
！

ど
う
し
た
ら
い
い
よ！

？

」

老
紳
士
を
脅
し
て
い
た
部
下
、
走
っ
て
来
る
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー

に
脅
え

、
老
紳
士
を
撃
っ
て
、
逃
げ
出
す
。

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
！
」

凍
る
空
気

。

無
表
情
に
立
つ
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
の
項
に
、
ベ
ッ
ク
の
ス
タ
ン

ガ
ン
が
当
て
ら
れ

、
崩
れ
る
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」Ｒ

・
ド
ロ
シ
ー
の
躰
を
三
人
が
か
り
で
運
ん
で
い
く
ベ
ッ
ク

の
部
下
。

ベ
ッ
ク
「
（
嘲
笑
）
ま
た
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
失
敗
し
た
な
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
憤
怒
）

」

数
十
分
後
。

息
絶
え
て
い
る
老
紳
士
の
前
に
立
つ
ロ
ジ
ャ
ー
。

ダ
ス
ト
ン
「
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト

。
北
の
外
れ
で
静
か
に

隠
遁
生
活
を
し
て
い
た
。
メ
モ
リ
ー
を
思
い
出
す
ま
で
は
な
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

メ
モ
リ
ー
…
…
」

ダ
ス
ト
ン
「
メ
ガ
デ
ウ
ス
級
大
型
攻
撃
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
図
さ
。
ア
ム
ネ
ジ

ア
の
前
は
、
科
学
者
だ
っ
た
ら
し
い
」
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ロ
ジ
ャ
ー
「

孫
が
い
た
か
？
」

ダ
ス
ト
ン
、
「
ん
？
」
と
メ
モ
を
見
る
。

ダ
ス
ト
ン
「
い
や

、
娘
は
い
た
が
ね
。
四
十
年
前
の
ア
レ
で
亡
く
し
て

い
る
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
一
瞬
、
憐
憫
を
目
に
）
よ
な
き
う
ぐ
い
す
、
か
…
…
」

ダ
ス
ト
ン
「
何
だ
っ
て
？
」

表
情
を
消
し
て
立
ち
去
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ダ
ス
ト
ン
「
仕
事
は
も
う
済
ん
だ
ん
だ
な
？

ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
。
変
な
と

こ
ろ
に
首
を
突
っ
込
む
な
よ
」

立
ち
止
ま
り
、

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
振
り
向
か
ず
）
未
だ
、
終
わ
っ
て
い
な
い
ら
し
い

」

ダ
ス
ト
ン
「
何
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

ベ
ッ
ク
が
再
び
ド
ロ
シ
ー
を
狙
っ
た
の
は
何
故
だ
…
…
。

あ
い
つ
も

未
だ
本
当
の
仕
事
を
終
え
て
い
な
い
か
ら
だ
」

ダ
ス
ト
ン
「
何
を
言
っ
て

」

と
、
軍
警
察
隊
員
が
駆
け
寄
り

隊

員
「
ダ
ス
ト
ン
隊
長
！

西
五
番
ド
ー
ム
で
、
あ
の
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
が

再
び
暴
れ
だ
し
た
と
の
連
絡
で
す
！
」

ダ
ス
ト
ン
「
莫
迦
な
！

あ
れ
は
も
う
動
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か！

？

」

出
口
へ
走
り
出
す
ダ
ス
ト
ン
。

黙
っ
て
見
て
い
た
ロ
ジ
ャ
ー

、
腕
時
計
を
開
き
、

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
静
か
に
、
強
く
）
ビ
ッ
グ
オ
ー
！
」

○
ロ
ジ
ャ
ー
・
ビ
ル
／
ビ
ッ
グ
オ
ー
・
ハ
ン
ガ
ー

眠
れ
る
ビ
ッ
グ
オ
ー

、
そ
の
目
が
輝
き

、

ガ
ク
ン
！

床
面
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
き
、
突
如
凄
ま
じ
い

勢
い
で
ス
ラ
イ
ド
降
下
し
て
い
く
巨
体
。

○
西
五
番
ド
ー
ム

き
ら
び
や
か
な
摩
天
楼
の
灯
。
そ
の
谷
間
に
、
巨
大
な
影
が

ゆ
ら
め
き
立
つ
。
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○
ド
ー
ム
の
裏
手

暗
い
路
地
に
停
ま
っ
て
い
る
ワ
ゴ
ン
。

そ
れ
が
、
ギ
シ
ギ
シ
と
揺
れ
て
い
る
。

○
ワ
ゴ
ン
庫
内

ア
ナ
ロ
グ
な
ス
レ
ー
ヴ
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ッ
ク
が
身
に
つ
け
て

ジ
タ
バ
タ
。
躰
中
に
ス
プ
リ
ン
グ
だ
の
ワ
イ
ヤ
ー
。

顔
に
は
ア
ナ
ロ
グ
な
Ｈ
Ｍ
Ｄ
。

ベ
ッ
ク
「
く
っ
、
動
き
難
い
ぜ
！

今
度
こ
そ
、
原
版
を
頂
く
」

○
摩
天
楼
街

ギ
ギ
ッ

ギ
ギ
ギ
ッ

胸
部
に
は
ビ
ッ
グ
オ
ー
に
開
け
ら
れ

た
孔
。
そ
れ
で
も
動
い
て
い
る
ド
ロ
シ
ー
１
。

軍
警
察
車
両
が
到
着
、
ハ
ン
ド
・
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
！

ド
ド
ー
ン
！

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

暗
い
室
内
。
球
面
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
灯
が
入
り

、
細
い
線

が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

『
神
の
名
に
お
い
て
こ
れ
を
鋳
造
す
る
。

汝
ら
罪
な
し
』

震
え
だ
す
室
内
。

○
摩
天
楼
街

軍
警
察
の
攻
撃
を
も
の
と
も
せ
ず
、
ド
ロ
シ
ー
１
は
造
幣
局

の
建
物
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
。

ダ
ス
ト
ン
「
く
そ
っ
！

ま
た
造
幣
局
を
襲
う
つ
も
り
な
の
か！

？

」

と

、
地
が
震
え
始
め

ど
お
お
お
お
お
お
ん
！
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地
を
割
っ
て
現
れ
る
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
巨
体
。

ダ
ス
ト
ン
「
（
嘆
息
）
出
た
か
…
…
、
メ
ガ
デ
ウ
ス
」

○
ワ
ゴ
ン
車
内

ベ
ッ
ク
「
ち
き
し
ょ
う
！

ま
た
出
や
が
っ
た
！

何
者
な
ん
だ
よ
！
」

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
い
た
ず
ら
が
過
ぎ
る
ぞ
、
ド
ロ
シ
ー
お
嬢
様
」

○
摩
天
楼
街

ド
ロ
シ
ー
１
、
凄
ま
じ
い
勢
い
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
ー
ム
を
振
り
上
げ

、
ビ
ッ
グ
オ
ー
に
振
り
下
ろ
す
！

が
あ
あ
あ
あ
ん
！

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
動
力
伝
達
の
制
御
回
路
を
失
っ
て
よ
く
動
け
る
も
の
だ
。
し
か

し

」
ぐ
っ
！

レ
バ
ー
を
押
し
込
む
ロ
ジ
ャ
ー
。

○
摩
天
楼
街

ガ
ン
！

反
撃
に
出
る
ビ
ッ
グ
オ
ー
。

強
烈
な
る
鉄
の
拳
を
一
撃
！

二
撃
！

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
こ
れ
で
お
終
い
だ
っ
！
」

○
摩
天
楼
街
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三
撃
目
を
撃
と
う
と
し
た
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
動
き
、
止
ま
る
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」ス

リ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
越
し
に
見
え
る
、
ド
ロ
シ
ー
１
の

崩
れ
落
ち
た
首
周
り
（
位
置
は
デ
ザ
イ
ン
如
何
）
、
そ
の
奥

に
は

、
眠
れ
る
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
の
姿
が
露
出
し
て
い
た
。

○
摩
天
楼
街

見
上
げ
て
い
る
ダ
ス
ト
ン

ダ
ス
ト
ン
「
ど
う
し
た
？

何
故
ト
ド
メ
を
刺
さ
な
い
？
」

ゴ
ゴ
、
ゴ
ゴ
ゴ
コ
、
ド
ロ
シ
ー
１
、
ゾ
ン
ビ
の
様
に
両
腕
を

振
り
上
げ

、
ビ
ッ
グ
オ
ー
に
襲
い
か
か
る
！

引
き
寄
せ
ら
れ
、
締
め
上
げ
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
オ
ー
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
の
姿
が
近
く
に
迫
っ
た
。

激
し
い
振
動
に
揺
ら
れ
、
必
死
に
レ
バ
ー
を
掴
み
つ
つ

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー
！

ド
ロ
シ
ー！

！

」

ド
ロ
シ
ー
の
躰
は
、
ド
ロ
シ
ー
１
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
る
様

に
あ
り
、
無
数
の
コ
ー
ド
が
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を

、
ド
ロ
シ
ー
を
動
力
制
御
回
路
に
使
っ

て
い
る
の
か！

？

」

○
前
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ▼

ビ
ッ
グ
オ
ー
・
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
の
視
点

凍
っ
た
ド
ロ
シ
ー
１
、
片
腕
を
宙
に
掲
げ

▼
ド
ー
ム
外
、
ワ
ゴ
ン
車
内
ベ
ッ
ク
の
視
点

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
も
ま
た
、
片
腕
を

。
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ベ
ッ
ク
「
（
オ
フ
）
こ
の
人
形
、
使
え
る
ぜ
…
…
」

○
ワ
ゴ
ン
車
内

ベ
ッ
ク
「
へ
へ
へ
、
天
才
科
学
者
の
遺
産
は
有
効
利
用
し
ね
ぇ
と
な
」

○
摩
天
楼
街

引
き
寄
せ
る
ド
ロ
シ
ー
１
の
力
に
抗
し
て
い
る
ビ
ッ
グ
オ
ー

、
突
如
そ
の
抵
抗
力
を
緩
め

、

ガ
ン
！

激
突
す
る
二
体
の
巨
体
ロ
ボ
ッ
ト
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
く
っ
！
」

前
面
の
ス
リ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
渾
身
の
力
で
押
し
開
け

、
外
に
出
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ジ
ャ
ン
プ
！

ド
ロ
シ
ー
１
の
開
い
た
胸
部
に
飛
び
込
む
。

○
ド
ロ
シ
ー
１
胸
部

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー
！

目
を
覚
ま
す
ん
だ
！
」

ド
ロ
シ
ー
の
躰
に
結
線
さ
れ
た
コ
ー
ド
を
引
き
千
切
る
ロ
ジ

ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
君
が
ド
ロ
シ
ー
だ
！

君
自
身
で
い
ろ
！
」

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
「
ろ
、
じ
ゃ
ー
…
…
？
」

ド
ロ
シ
ー
の
躰
を
渾
身
の
力
で
引
き
上
げ
る
。

躰
中
の
コ
ー
ド
が
外
れ

、

○
ワ
ゴ
ン
車
内

両
腕
両
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
る
ベ
ッ
ク
。

ベ
ッ
ク
「
ち
き
し
ょ
う
っ
っ
！
」
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○
ド
ロ
シ
ー
１
胸
部

ガ
ク
ン
！

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」

○
摩
天
楼
街

力
を
失
っ
た
ド
ロ
シ
ー
１
、
崩
れ
ゆ
く
！

ダ
ス
ト
ン
「
！

退
避
だ
！

退
避
ー
ッ
」

崩
れ
落
ち
る
刹
那
、
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
へ
飛
び
込

む
ロ
ジ
ャ
ー
と
ド
ロ
シ
ー
。

ど
お
お
お
お
お
ん
！

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

未
だ
意
識
が
混
濁
し
て
い
る
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
を
抱
え
る
ロ
ジ

ャ
ー
、
崩
れ
落
ち
た
ド
ロ
シ
ー
１
を
見
下
ろ
す
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

し
か
し

、
相
変
わ
ら
ず
重
い
な
、
君
は
（
苦
笑
）
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
ド
ロ
シ
ー
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
に
付
け
ら
れ
て
い

た
無
骨
な
受
信
機
を
外
し
、

ド
ロ
シ
ー
「

ロ
ジ
ャ
ー

、
あ
た
し
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
自
分
で
言
っ
た
だ
ろ
う
？

あ
た
し
を
守
れ
、
っ
て
」

ド
ロ
シ
ー
「
…
…
」

球
面
Ｃ
Ｒ
Ｔ
に
ノ
ー
マ
ン
の
顔
。

ノ
ー
マ
ン
「
ロ
ジ
ャ
ー
様
、
そ
ろ
そ
ろ
お
暇
を
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
あ
あ
、
だ
が
そ
の
前
に
や
る
事
が
あ
る
」

パ
ネ
ル
の
一
つ
を
開
き
、
受
信
機
の
コ
ネ
ク
タ
を
差
し
込
む

ロ
ジ
ャ
ー
。

ア
ナ
ロ
グ
・
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
。

○
摩
天
楼
街

１６



グ
グ
ッ
。
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
巨
体
が
立
ち
上
が
り
、
ド
ー
ム
の

外
に
向
か
っ
て
歩
き
だ
す
。

ダ
ス
ト
ン
「
あ
あ
ッ！

？

地
下
に
逃
げ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か！

？

そ
、
そ
の

ま
ま
外
に
出
て
い
く
つ
も
り
か
ぁ
ぁ
っ！

？

」

ゲ
シ
ッ
。
ド
ー
ム
の
壁
を
破
り
、
外
へ
出
て
い
く
ビ
ッ
グ
オ

ー
。

○
ワ
ゴ
ン
車
内

部

下
「
ベ
ッ
ク
！

ベ
ッ
ク！

？

」

虚
脱
し
て
い
た
ベ
ッ
ク
、
Ｈ
Ｍ
Ｄ
や
躰
の
ス
レ
イ
ヴ
・
シ
ス

テ
ム
を
は
ぎ
と
る
。

ベ
ッ
ク
「
馬
鹿
野
郎
！

こ
っ
ち
の
居
場
所
が
知
ら
れ
ち
ま
っ
た
！

早
く

逃
げ
る
ん
だ
よ
！
」

慌
て
て
後
部
ド
ア
を
開
け
る
部
下

部

下
「
わ
あ
あ
あ
っ
！
」

ド
ド
ー
ン
！

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
巨
大
な
脚
が
そ
こ
に
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
に
値
し
な
い
者
に
は
、
こ
う
す
る

ま
で
さ
」

グ
ッ
。
レ
バ
ー
を
引
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

○
ド
ー
ム
外
の
路
地ワ

ゴ
ン
車
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
ベ
ッ
ク
達
。
し
か
し
ビ

ッ
グ
オ
ー
の
巨
大
な
手
が
そ
れ
を
阻
み

、
ワ
ゴ
ン
車
を

持
ち
上
げ
る
。

○
ワ
ゴ
ン
車
内

ベ
ッ
ク
「
は
っ
、
放
せ！

！

ち
き
し
ょ
う
っ
っ
！
」
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○
ド
ー
ム
外
路
地

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
軍
警
察
車
両
が
急
行
し
て
く
る
。

ビ
ッ
グ
オ
ー
、
振
り
向
く
。

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
オ
ー
の
姿
。

車
か
ら
飛
び
出
し
た
ダ
ス
ト
ン

ダ
ス
ト
ン
「
何
を
持
っ
て
る
ん
だ！

？

」

ビ
ッ
グ
オ
ー
、
身
を
屈
め

、
ワ
ゴ
ン
車
を
軍
警
察
車
の

前
に

放
る
。

ゲ
シ
ッ
。
前
部
を
潰
し
て
地
面
に
突
き
刺
さ
る
ワ
ゴ
ン
車
。

室
内
か
ら
は
ス
レ
イ
ヴ
・
シ
ス
テ
ム
の
機
器
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と

転
が
り
だ
す
。

ダ
ス
ト
ン
「

こ
い
つ
ら
が
犯
人
な
の
か
…
…
？
（
見
上
げ
）
」

見
下
ろ
し
て
い
た
ビ
ッ
グ
オ
ー

、
背
を
向
け

、

ズ
ズ
ズ
ズ
ン
！

地
響
き
と
共
に
地
下
へ
下
っ
て
い
く
。

呻
く
ベ
ッ
ク
達
。

ベ
ッ
ク
「
（
苦
痛
）

俺
の

ロ
ボ
ッ
ト
…
…
」

ダ
ス
ト
ン
「
（
部
下
に
）
全
員
逮
捕
だ
。
病
院
な
ん
か
入
れ
る
必
要
な
い
」

○
ロ
ジ
ャ
ー
の
部
屋
／
翌
日
午
前

テ
ラ
ス
に
立
つ
ロ
ジ
ャ
ー
。

虚
ろ
な
目
で
ド
ー
ム
街
を
見
つ
め
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
獄
中
で
あ
っ
さ
り
自
白
を
し
た
、
ベ
ッ
ク
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
だ
っ
た
。
メ
モ
リ
ー
を
思
い
出
し
て

し
ま
っ
た
科
学
者
。
亡
く
し
た
自
分
の
娘
を
機
械
に
よ
っ
て
再
生

す
る
、
そ
の
資
金
の
代
償
が
、
ド
ロ
シ
ー
１
の
設
計
だ
っ
た
。
チ

ン
ピ
ラ
の
ベ
ッ
ク
に
あ
っ
さ
り
と
裏
切
ら
れ
た
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト

だ
が
…
…
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
歌
声
を
再
び
聴
け
た
彼
は
、
束
の

間
の
幸
せ
を
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
本
当
の
娘
な
ど
で

は
な
い
と
判
っ
て
い
な
が
ら
…
…
。

ソ
ル
ダ
ー
ノ
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。
彼
も
ま
た
死
ぬ
間
際
に
、
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
を
娘
と
呼
び

。
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よ
そ
う
。
こ
れ
以
上
は
私
の
仕
事
で
は
、
な
い
」

と
、
背
後
か
ら
ノ
ー
マ
ン
の
声
。

ノ
ー
マ
ン
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ロ
ジ
ャ
ー
様
」

振
り
向
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

真
っ
黒
な
執
事
服
の
ノ
ー
マ
ン
の
脇
に
、
真
っ
黒
な
ワ
ン
ピ

ー
ス
を
着
せ
ら
れ
た
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ノ
ー
マ
ン
、
え
え
と
こ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
服
は
…
…
」

ノ
ー
マ
ン
「
お
世
話
を
す
る
仲
間
が
増
え
て
、
わ
た
く
し
喜
ん
で
お
り
ま
す
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ち
ょ
っ
と
待
て
。
ド
ロ
シ
ー
が
一
緒
に
住
む
と
い
う
の
か
」

ド
ロ
シ
ー
「
い
た
く
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
わ
。
他
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
か

ら
よ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
深
い
嘆
息
）

こ
の
家
に
は
ル
ー
ル
が
あ
る
ん
だ
ド
ロ
シ

ー
。
こ
こ
に
い
る
な
ら
、
そ
れ
を
一
つ
一
つ
守
る
義
務
が
あ
る
」

ド
ロ
シ
ー
「
ど
ん
な
ル
ー
ル
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
そ
の
１
。
こ
の
家
に
い
る
者
は
み
な
、
服
は
黒
い
色
を
着
る
」

ド
ロ
シ
ー
、
ロ
ジ
ャ
ー
と
ノ
ー
マ
ン
の
服
を
見
比
べ

ド
ロ
シ
ー
「
あ
な
た
た
ち
の
服
の
趣
味
、
最
低
だ
わ
」

つ
づ
く
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